[bookmark: _GoBack]第５号様式
不等沈下測定結果書（水張前・水張時）
	事業所名
	
	タンク名称
	

	設置又は変更許可年月日
	　　　年　　月　　日
	設置又は変更許可番号
	第　　　　　　　号

	設置又は変更完成年月日
	　　　年　　月　　日
	設置又は変更完成番号
	第　　　　　　　号

	試験年月日
	年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日

	試験技術者名
	
	技術認定機関・資格
	

	立会い消防職員名
	

	測定時液位
	

	測定機器名
	
	測定間距離
	　　　　　　　（3～5m）

	不等沈下量
	最大値　No.　　　　　　　　　　　　　　mm

	
	最小値　No.　　　　　　　　　　　　　　mm

	高低差
	　　　　　　　　mm
	直径に対する不等沈下率
	1/

	その他必要な事項
	

	所見






	判定
	異　常　な　し　　・　　要　補　修

	判定者
職・氏名
	



備考　１　この用紙の大きさは、A 4とする。
　　　２　不等沈下測定記録（別紙様式）を添付すること。
３　変更許可年月日、番号及び変更完成年月日、番号は、最終基礎修正に係わるものを記入すること。
　　　４　判定者は、自社の工事監督責任者等とする。










不等沈下測定記録別紙様式
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沈下量
（mm）
タンク名称

タンク仕様概要
測定結果（不等沈下量）


容量

測定年月日
測定点
絶対沈下量
（昨年比）
沈下量
沈下率


形式








内径・高さ





1/


アニュラ（板、材質）





1/


底板（板、材質）





1/


側板（板、材質）





1/


設置許可年月日
設置許可番号
年　　月　　日
四消本指令予第　　　号




1/








1/


完成検査年月日
完成番号
年　　月　　日
四消本指令予第　　　号




1/








1/


類・品名





1/


油種





1/


2点の距離（m）





1/


沈下勾配図
測定点
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備考	１　沈下測定記録は、この様式を参考に任意の様式とすることができるものとする。
２　測定結果（不等沈下量）は、過去3年以上（新設を除く）の結果を記入すること。
３　水張時には、水張前及び水張後沈下が停止（安定）するまでの記録を記入すること。
４　この用紙の大きさは、A 3又はA 4とする。
